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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置と無線通信を行う無線基地局を備えた無線通信システムであって、
　前記無線基地局は、
　送信予約の対象とされるデータである予約対象データの送信を完了すべき時間である送
信完了時間を設定する完了時間設定部と、
　前記送信完了時間が定められていない非予約対象データと前記予約対象データとを蓄積
する蓄積部と、
　前記非予約対象データ及び前記予約対象データに送信優先度を設定する送信優先度設定
部と、
　前記送信優先度設定部によって設定された前記送信優先度に応じて、前記非予約対象デ
ータ及び前記予約対象データの伝送に用いる無線リソースを割り当てるリソース割当部と
を有しており、
　前記送信優先度設定部は、前記送信完了時間に応じて、前記予約対象データに前記送信
優先度を設定し、
　前記予約対象データは、前記無線基地局を介して送信装置から前記端末装置に対して送
信されるデータであり、
　前記無線基地局は、
　前記予約対象データを前記送信装置から受信する前に、前記予約対象データの送信予約
を要求する予告メッセージを前記端末装置から受信する受信部と、



(2) JP 5113607 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

　前記予告メッセージに応じて、前記予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを前
記無線基地局のシステム負荷に基づいて判定する判定部と、
　前記予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを示す判定結果を前記端末装置に送
信する送信部とを有することを特徴とする無線通信システム。
【請求項２】
　前記無線基地局は、前記予約対象データの一部分の送信を前記送信装置に要求する要求
部を有しており、
　前記蓄積部は、前記送信装置から受信した前記予約対象データを蓄積し、
　前記要求部は、前記蓄積部に蓄積された前記予約対象データの残量に応じて、前記予約
対象データの他部分の送信を前記送信装置に要求することを特徴とする請求項１に記載の
無線通信システム。
【請求項３】
　前記送信優先度設定部は、前記送信完了時間に加えて、前記蓄積部に蓄積された前記予
約対象データの残量に応じて、前記予約対象データに前記送信優先度を設定することを特
徴とする請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　前記無線基地局は、前記端末装置が既に無線接続している第１無線基地局と、前記端末
装置が新たに無線接続する第２無線基地局とを含み、
　前記第２無線基地局は、前記第１無線基地局から前記第２無線基地局へのハンドオーバ
が検出された場合に、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データ
の送信状況を取得する取得部を有することを特徴とする請求項１に記載の無線通信システ
ム。
【請求項５】
　前記無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送信状況を管理する管
理サーバをさらに備え、
　前記取得部は、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送
信状況を前記管理サーバから取得することを特徴とする請求項４に記載の無線通信システ
ム。
【請求項６】
　前記取得部は、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送
信状況を前記端末装置から取得することを特徴とする請求項４に記載の無線通信システム
。
【請求項７】
　前記取得部は、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送
信状況を前記第１無線基地局から取得することを特徴とする請求項４に記載の無線通信シ
ステム。
【請求項８】
　前記無線基地局は、前記端末装置が既に無線接続している第１無線基地局と、前記端末
装置が新たに無線接続する第２無線基地局とを含み、
　前記第１無線基地局は、前記第１無線基地局から前記第２無線基地局へのハンドオーバ
が検出された場合に、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データ
の送信状況を前記第２無線基地局に通知する通知部を有することを特徴とする請求項１に
記載の無線通信システム。
【請求項９】
　端末装置と無線通信を行う無線基地局を備えた無線通信システムであって、
　前記無線基地局は、
　送信予約の対象とされるデータである予約対象データの送信を完了すべき時間である送
信完了時間を設定する完了時間設定部と、
　前記送信完了時間が定められていない非予約対象データと前記予約対象データとを蓄積
する蓄積部と、
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　前記非予約対象データ及び前記予約対象データに送信優先度を設定する送信優先度設定
部と、
　前記送信優先度設定部によって設定された前記送信優先度に応じて、前記非予約対象デ
ータ及び前記予約対象データの伝送に用いる無線リソースを割り当てるリソース割当部と
を有しており、
　前記送信優先度設定部は、前記送信完了時間に応じて、前記予約対象データに前記送信
優先度を設定し、
　前記予約対象データは、前記無線基地局を介して送信装置から受信装置に対して送信さ
れるデータであり、
　前記無線基地局は、送信装置と無線接続する送信側無線基地局と、受信装置と無線接続
する受信側無線基地局とを含み、
　前記送信側無線基地局は、
　前記予約対象データを前記送信装置から受信する前に、前記予約対象データの送信予約
を要求する予告メッセージを前記送信装置から受信する受信部と、
　前記予告メッセージに応じて、前記予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを前
記送信側無線基地局のシステム負荷に基づいて判定する判定部と、
　前記送信装置から受信した前記予約対象データを前記受信側無線基地局に送信する送信
部とを有することを特徴とする無線通信システム。
【請求項１０】
　前記送信側無線基地局は、前記送信側無線基地局のシステム負荷及び前記送信完了時間
に応じて、前記予約対象データの送信を前記送信装置に要求する要求部を有することを特
徴とする請求項９に記載の無線通信システム。
【請求項１１】
　前記送信側無線基地局及び前記受信側無線基地局に接続された管理サーバをさらに備え
、
　前記管理サーバは、前記送信側無線基地局のシステム負荷、前記受信側無線基地局のシ
ステム負荷及び前記送信完了時間に応じて、前記予約対象データの送信を前記送信装置に
要求する管理側要求部を有することを特徴とする請求項９に記載の無線通信システム。
【請求項１２】
　前記管理サーバは、
　前記送信側無線基地局から受信した前記予約対象データを蓄積する中継バッファと、
　前記中継バッファに蓄積された前記予約対象データを前記受信側無線基地局に送信する
中継部と、
　前記受信側無線基地局のシステム負荷に応じて、前記送信側無線基地局から前記受信側
無線基地局に前記予約対象データを直接的に送信せずに、前記送信側無線基地局から前記
管理サーバに前記予約対象データを送信するように前記送信側無線基地局に指示する指示
部とを有することを特徴とする請求項１１に記載の無線通信システム。
【請求項１３】
　前記送信完了時間は、前記予約対象データの総データサイズに応じて定められることを
特徴とする請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項１４】
　前記予約対象データの送信に対する課金額は、前記送信完了時間に応じて定められるこ
とを特徴とする請求項１に記載の無線通信システム。
【請求項１５】
　前記予告メッセージは、前記送信完了時間を含むことを特徴とする請求項１又は請求項
９に記載の無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置から受信装置に対して予約対象データを送信する無線通信システム
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に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、無線基地局を含むネットワークを介して、送信装置から受信装置に対してデータ
を送信する無線通信システムが知られている。
【０００３】
　このような無線通信システムとしては、（１）無線端末などの受信装置が送信サーバな
どの送信装置からデータ（ファイルなど）を受信するケース（以下、サーバ－ＭＳ型シス
テム）、（２）無線端末などの送信装置が無線端末などの受信装置にデータ（メールなど
）を送信するケース（以下、ＭＳ－ＭＳ型システム）が考えられる。
【０００４】
　無線通信システムでは、無線区間が含まれるため、データの受信（又は、送信）に要す
る時間が有線通信システムよりも不確かである。
【０００５】
　これに対して、無線区間における伝送状況（伝送レート）に基づいて、データの受信（
ダウンロード）に要する時間を推定する技術が提案されている（例えば、特許文献１）。
【０００６】
　また、無線通信システムでは、各端末と無線基地局との間における電波状態を考慮して
、ＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）制御を行う技術も知られている。
【特許文献１】特開２００５－１５９４２０号公報（［０００８］、［００４２］～［０
０４５］など）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、送信装置から受信装置に対するデータ送信は任意のタイミングで行われる。
従って、無線通信システムでは、無線区間におけるデータが所定の時間帯に集中するケー
スが考えられる。一方で、無線通信システムでは、データが全く送信されない時間帯が生
じるケースも考えられる。
【０００８】
　このように、無線通信システムでは、無線通信システムの負荷が高い時間帯や無線通信
システムの負荷が低い時間帯が生じていた。すなわち、無線通信システムの負荷が高い時
間帯では輻輳が生じ、無線通信システムの負荷が低い時間帯では無線リソースが余ってし
まう。
【０００９】
　一方で、サーバ－ＭＳ型システムでは、一定期間内に受信装置がデータを受信すること
ができなければ、データの受信が不必要なケースが考えられる。また、ＭＳ－ＭＳ型シス
テムでは、受信装置に対して一定期間内にデータが届かなければ、データの送信が不必要
なケースが考えられる。
【００１０】
　しかしながら、上述したＱｏＳ制御では、トラフィック（データ）の種別に応じて、デ
ータの優先順位を単に設定しているに過ぎない。また、一定期間内に受信装置がデータを
受信できないケースや受信装置に対して一定期間内にデータが届かないケースが生じる場
合がある。
【００１１】
　そこで、本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、一定期間内に
受信装置が受信すべき特定のデータ（予約対象データ）の把握によって、輻輳の回避及び
無線リソースの有効利用を図ることを可能とする無線通信システムを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　第１の特徴に係る無線通信システムは、端末装置と無線通信を行う無線基地局を備える
。前記無線基地局は、送信予約の対象とされるデータである予約対象データの送信を完了
すべき時間である送信完了時間を設定する完了時間設定部（送信予約制御部２３）と、前
記送信完了時間が定められていない非予約対象データと前記予約対象データとを蓄積する
蓄積部（送信バッファ２４）と、前記非予約対象データ及び前記予約対象データに送信優
先度を設定する送信優先度設定部（送信予約制御部２３及びスケジューラ２５）と、前記
送信優先度設定部によって設定された前記送信優先度に応じて、前記非予約対象データ及
び前記予約対象データの伝送に用いる無線リソースを割り当てるリソース割当部（スケジ
ューラ２５）とを有する。前記送信優先度設定部は、前記送信完了時間に応じて、前記予
約対象データに前記送信優先度を設定する。
【００１３】
　かかる特徴によれば、無線基地局は、予約対象データと非予約対象データとを別々に管
理しており、予約対象データに送信完了時間を設定する。また、無線基地局は、送信完了
時間に応じて、予約対象データに送信優先度を設定する。従って、無線基地局は、一定期
間内にデータの受信（又は、送信）を完了させるように、特定のデータ（予約対象データ
）を管理することができる。
【００１４】
　すなわち、無線基地局は、一定期間内に受信装置が受信すべき特定のデータ（予約対象
データ）を把握する。従って、輻輳の回避及び無線リソースの有効利用を図ることができ
る。
【００１５】
　第１の特徴において、前記予約対象データは、前記無線基地局を介して送信装置から前
記端末装置に対して送信されるデータである。前記無線基地局は、前記予約対象データを
前記送信装置から受信する前に、前記予約対象データの送信予約を要求する予告メッセー
ジを前記端末装置から受信する受信部（受信部２１）と、前記予告メッセージに応じて、
前記予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを前記無線基地局のシステム負荷に基
づいて判定する判定部（送信予約制御部２３）と、前記予約対象データの送信予約を受け
付けるか否かを示す判定結果を前記端末装置に送信する送信部（送信部２６）とを有する
。
【００１６】
　第１の特徴において、前記無線基地局は、前記予約対象データの一部分の送信を前記送
信装置に要求する要求部（送信予約制御部２３）を有する。前記蓄積部は、前記送信装置
から受信した前記予約対象データを蓄積する。前記要求部は、前記蓄積部に蓄積された前
記予約対象データの残量に応じて、前記予約対象データの他部分の送信を前記送信装置に
要求する。
【００１７】
　第１の特徴において、前記送信優先度設定部は、前記送信完了時間に加えて、前記蓄積
部に蓄積された前記予約対象データの残量に応じて、前記予約対象データに前記送信優先
度を設定する。
【００１８】
　第１の特徴において、前記無線基地局は、前記端末装置が既に無線接続している第１無
線基地局と、前記端末装置が新たに無線接続する第２無線基地局とを含む。前記第２無線
基地局は、前記第１無線基地局から前記第２無線基地局へのハンドオーバが検出された場
合に、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送信状況を取
得する取得部（受信部２１）を有する。
【００１９】
　第１の特徴において、無線通信システムは、前記無線基地局から前記端末装置に対する
前記予約対象データの送信状況を管理する管理サーバ（管理サーバ６０）をさらに備える
。前記取得部は、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送
信状況を前記管理サーバから取得する。
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【００２０】
　第１の特徴において、前記取得部は、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前
記予約対象データの送信状況を前記端末装置から取得する。
【００２１】
　第１の特徴において、前記取得部は、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前
記予約対象データの送信状況を前記第１無線基地局から取得する。
【００２２】
　第１の特徴において、前記無線基地局は、前記端末装置が既に無線接続している第１無
線基地局と、前記端末装置が新たに無線接続する第２無線基地局とを含む。前記第１無線
基地局は、前記第１無線基地局から前記第２無線基地局へのハンドオーバが検出された場
合に、前記第１無線基地局から前記端末装置に対する前記予約対象データの送信状況を前
記第２無線基地局に通知する通知部（送信部２６）を有する。
【００２３】
　第１の特徴において、前記予約対象データは、前記無線基地局を介して送信装置から受
信装置に対して送信されるデータでありる。前記無線基地局は、送信装置と無線接続する
送信側無線基地局と、受信装置と無線接続する受信側無線基地局とを含む。前記送信側無
線基地局は、前記予約対象データを前記送信装置から受信する前に、前記予約対象データ
の送信予約を要求する予告メッセージを前記送信装置から受信する受信部（受信部２１）
と、前記予告メッセージに応じて、前記予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを
前記送信側無線基地局のシステム負荷に基づいて判定する判定部（送信予約制御部２３）
と、前記送信装置から受信した前記予約対象データを前記受信側無線基地局に送信する送
信部（送信部２６）とを有する。
【００２４】
　第１の特徴において、前記送信側無線基地局は、前記送信側無線基地局のシステム負荷
及び前記送信完了時間に応じて、前記予約対象データの送信を前記送信装置に要求する要
求部（送信予約制御部２３）を有する。
【００２５】
　第１の特徴において、無線通信システムは、前記送信側無線基地局及び前記受信側無線
基地局に接続された管理サーバ（管理サーバ７０）をさらに備える。前記管理サーバは、
前記送信側無線基地局のシステム負荷、前記受信側無線基地局のシステム負荷及び前記送
信完了時間に応じて、前記予約対象データの送信を前記送信装置に要求する管理側要求部
（送信制御部７３及び送信部７４）を有する。
【００２６】
　第１の特徴において、前記管理サーバは、前記送信側無線基地局から受信した前記予約
対象データを蓄積する中継バッファ（中継バッファ７５）と、前記中継バッファに蓄積さ
れた前記予約対象データを前記受信側無線基地局に送信する中継部（送信制御部７３）と
、前記受信側無線基地局のシステム負荷に応じて、前記送信側無線基地局から前記受信側
無線基地局に前記予約対象データを直接的に送信せずに、前記送信側無線基地局から前記
管理サーバに前記予約対象データを送信するように前記送信側無線基地局に指示する指示
部（送信制御部７３）とを有する。
【００２７】
　第１の特徴において、前記送信完了時間は、前記予約対象データの総データサイズに応
じて定められる。
【００２８】
　第１の特徴において、前記予約対象データの送信に対する課金額は、前記送信完了時間
に応じて定められる。
【００２９】
　第１の特徴において、前記予告メッセージは、前記送信完了時間を含む。
【発明の効果】
【００３０】
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　本発明によれば、一定期間内に受信装置が受信すべき特定のデータ（予約対象データ）
の把握によって、輻輳の回避及び無線リソースの有効利用を図ることを可能とする無線通
信システムを提供することを目的とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下において、本発明の実施形態に係る無線通信システムについて、図面を参照しなが
ら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似
の符号を付している。
【００３２】
　ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率などは現実のものとは異なることに
留意すべきである。従って、具体的な寸法などは以下の説明を参酌して判断すべきである
。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていること
は勿論である。
【００３３】
［第１実施形態］
（無線通信システムの構成）
　以下において、第１実施形態に係る無線通信システムの構成について、図面を参照しな
がら説明する。図１は、第１実施形態に係る無線通信システムを示す図である。
【００３４】
　図１に示すように、無線通信システムは、端末装置１０と、無線基地局２０と、送信サ
ーバ３０と、ネットワーク４０とを有する。
【００３５】
　端末装置１０は、無線基地局２０と無線通信を行う。例えば、端末装置１０は、予約対
象データ及び非予約対象データを無線基地局２０から受信する。
【００３６】
　予約対象データは、送信予約の対象とされるデータである。非予約対象データは、送信
予約の対象とされないデータである。送信予約は、予約対象データの送信を完了すべき時
間（以下、送信完了時間）が保証されるように、予約対象データの送信を予約することで
ある。従って、予約対象データには、送信完了時間が設定される。
【００３７】
　無線基地局２０は、通信エリア１２０を管理しており、通信エリア１２０に対して位置
登録を行った端末装置１０と無線通信を行う。例えば、無線基地局２０は、予約対象デー
タ及び非予約対象データを端末装置１０に送信する。なお、通信エリア１２０は、周波数
、タイムスロット、コードなどによって定義されるエリアであり、空間的なエリアに限定
されないことに留意すべきである。
【００３８】
　送信サーバ３０は、無線基地局２０を介して予約対象データ及び非予約対象データを端
末装置１０に送信する。送信サーバ３０は、例えば、ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓｆｅ
ｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に準拠するＦＴＰサーバ、ＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に準拠するＨＴＴＰサーバ、ＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ
　Ｍａｉｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）などのメールプロトコルに準拠する
メールサーバなどである。
【００３９】
　ネットワーク４０は、移動体通信網やインターネット網などである。ネットワーク４０
は、無線基地局２０と送信サーバ３０とを接続する。
【００４０】
　なお、第１実施形態では、予約対象データは、無線基地局２０を介して送信サーバ３０
から端末装置１０に送信されるデータである。但し、予約対象データは、後述するように
、これに限定されるものではない。
【００４１】



(8) JP 5113607 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

　また、第１実施形態では、非予約対象データは、無線基地局２０を介して送信サーバ３
０から端末装置１０に送信されるデータである。但し、非予約対象データは、これに限定
されるものではない。例えば、非予約対象データは、無線基地局２０を介して端末装置１
０に送信される他のデータであってもよい。
【００４２】
（無線基地局の構成）
　以下において、第１実施形態に係る無線基地局の構成について、図面を参照しながら説
明する。図２は、第１実施形態に係る無線基地局２０を示すブロック図である。
【００４３】
　図２に示すように、無線基地局２０は、受信部２１と、負荷監視部２２と、送信予約制
御部２３と、送信バッファ２４と、スケジューラ２５と、送信部２６とを有する。
【００４４】
　受信部２１は、端末装置１０からデータを受信する。例えば、受信部２１は、予約対象
データを受信する前に、予約対象データの送信予約を要求する予告メッセージを受信する
。予告メッセージは、予約対象データの送信完了時間、予約対象データの総データサイズ
などを含む。
【００４５】
　受信部２１は、送信サーバ３０からデータを受信する。例えば、受信部２１は、予約対
象データ及び非予約対象データを受信する。
【００４６】
　負荷監視部２２は、無線基地局２０のシステム負荷を監視する。無線基地局２０のシス
テム負荷は、例えば、端末装置１０と無線基地局２０との間における伝搬環境、端末装置
１０に対するデータの送信に割当可能な無線リソース量、送信バッファ２４に蓄積された
データのバッファ量などである。
【００４７】
　送信予約制御部２３は、予約対象データの送信予約を制御する。第１に、送信予約制御
部２３は、予約対象データに送信完了時間を設定する。第１実施形態のように、予告メッ
セージが送信完了時間を含む場合には、送信予約制御部２３は、予告メッセージに含まれ
る送信完了時間を予約対象データに設定する。
【００４８】
　第２に、送信予約制御部２３は、予告メッセージに応じて、予約対象データの送信予約
を受け付けるか否かを判定する。
【００４９】
　例えば、送信予約制御部２３は、予告メッセージに含まれる送信完了時間内に、予告メ
ッセージに含まれる総データサイズを有する予約対象データの送信を完了できるか否かを
、無線基地局２０のシステム負荷に応じて判定する。
【００５０】
　無線基地局２０のシステム負荷は、予告メッセージを受信した時点における現在のシス
テム負荷であってもよい。また、無線基地局２０ａのシステム負荷は、予告メッセージを
受信した時点以降における将来のシステム負荷（予測）であってもよい。
【００５１】
　第３に、送信予約制御部２３は、予約対象データの送信予約を受け付ける場合には、予
約対象データの送信を送信サーバ３０に要求する。ここで、送信予約制御部２３は、予約
対象データを一括で送信するように要求してもよい。送信予約制御部２３は、予約対象デ
ータを分割で送信するように要求してもよい。
【００５２】
　以下において、予約対象データの分割送信を要求するケースについて考える。最初に、
送信予約制御部２３は、予約対象データの一部分の送信を要求する。次に、送信予約制御
部２３は、送信バッファ２４に蓄積された予約対象データの残量に応じて、予約対象デー
タの他部分の送信を要求する。なお、予約対象データの分割回数は、２回以上であっても
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よいことは勿論である。
【００５３】
　ここで、送信予約制御部２３は、送信バッファ２４に蓄積された予約対象データの残量
が少ないほど、予約対象データの他部分の送信を優先的に要求する。
【００５４】
　第４に、送信予約制御部２３は、予約対象データが送信バッファ２４に蓄積されている
場合に、端末装置１０に対する予約対象データの送信に用いる無線リソースの割り当てを
スケジューラ２５に指示する。具体的には、送信予約制御部２３は、端末装置１０に未だ
送信していない予約対象データの残量及び予約対象データの送信完了時間に基づいて、予
約対象データの送信に用いる無線リソースの割り当てをスケジューラ２５に指示する。ま
た、送信予約制御部２３は、無線リソースを割り当てるべき予約対象データのデータサイ
ズをスケジューラ２５に指示する。
【００５５】
　以下において、複数の予約対象データが送信バッファ２４に蓄積されているケースにつ
いて考える。送信予約制御部２３は、端末装置１０に未だ送信していない予約対象データ
の残量及び予約対象データの送信完了時間に基づいて、予約対象データの送信をスケジュ
ーラ２５に指示する優先度（以下、指示優先度）を設定する。送信予約制御部２３は、複
数の予約対象データについて指示優先度を比較して、指示優先度が高い予約対象データか
ら順に、予約対象データの送信に用いる無線リソースの割り当てをスケジューラ２５に指
示する。
【００５６】
　ここで、端末装置１０に未だ送信していない予約対象データの残量が多いほど、高い指
示優先度が設定される。また、送信完了時間までの残時間が少ないほど、高い指示優先度
が設定される。従って、指示優先度は、時間の経過とともに更新される。
【００５７】
　送信バッファ２４は、端末装置１０に送信されるデータを蓄積する。具体的には、送信
バッファ２４は、予約対象データ及び非予約対象データを蓄積する。
【００５８】
　スケジューラ２５は、送信バッファ２４に蓄積されたデータの送信に用いる無線リソー
スを割り当てる。なお、無線リソースは、周波数、タイムスロット、コードなどによって
定義される無線チャネルである。
【００５９】
　具体的には、スケジューラ２５は、端末装置１０に送信すべきデータのリストである送
信候補リストを管理する。スケジューラ２５は、送信候補リストに挙げられたデータに無
線リソースを割り当てる。
【００６０】
　以下において、送信バッファ２４に蓄積されたデータを送信候補リストに加える動作に
ついて説明する。
【００６１】
（１）　非予約対象データについて
　スケジューラ２５は、送信バッファ２４に蓄積された非予約対象データのＱｏＳ情報を
取得する。ＱｏＳ情報は、データに許容される遅延時間（許容遅延時間）、データに設定
された伝送速度（ＶＢＲ；Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｂｉｔ　Ｒａｔｅ、ＣＢＲ；Ｃｏｎｓｔａ
ｎｔ　Ｂｉｔ　Ｒａｔｅ）、データに設定された優先度（Ｐｒｉｏｒｉｔｙ　Ｃｌａｓｓ
）などである。
【００６２】
　続いて、スケジューラ２５は、ＱｏＳ情報に応じて、送信バッファ２４に蓄積された非
予約対象データを送信候補リストに加える。
【００６３】
（２）　予約対象データについて
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　スケジューラ２５は、予約対象データの送信に用いる無線リソースの割り当て指示を待
つ。スケジューラ２５は、無線リソースの割り当てが送信予約制御部２３から指示された
場合に、送信予約制御部２３から指示されたデータサイズに相当する予約対象データを送
信候補リストに加える。
【００６４】
　スケジューラ２５は、送信候補リストに挙がっている予約対象データについて、ＣＱＩ
（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）要求指示を行う。スケジュー
ラ２５は、ＣＱＩ要求指示に応じて端末装置１０から送信されるＣＱＩを受信する。スケ
ジューラ２５は、ＣＱＩに基づいて、送信候補リストに挙がっている予約対象データの送
信に用いる変調方式及び符号化方式（ＭＣＳ；Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉ
ｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）を決定する。また、スケジューラ２５は、変調方式及び符号化方式
に従って、送信候補リストに挙がっている予約対象データに無線リソースを割り当てる。
【００６５】
　なお、ＣＱＩは、端末装置１０と無線基地局２０との間の無線区間（伝送路）の品質を
示す情報である。
【００６６】
　ここで、スケジューラ２５は、無線リソースの割り当てが送信予約制御部２３から指示
された場合に、非予約対象データよりも予約対象データを優先的に送信候補リストに加え
る。
【００６７】
　なお、送信候補リストに挙げられたデータに無線リソースが割り当てられるため、送信
候補リストに加える優先度は、予約対象データ及び非予約対象データを送信する優先度（
送信優先度）と考えられる。従って、上述した指示優先度は、送信優先度と略同義である
。
【００６８】
　送信部２６は、端末装置１０にデータを送信する。例えば、送信部２６は、スケジュー
ラ２５によって割り当てられた無線リソースを用いて、予約対象データ及び非予約対象デ
ータを送信する。また、送信部２６は、予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを
示す判定結果を送信する。
【００６９】
　送信部２６は、送信サーバ３０にデータを送信する。例えば、送信部２６は、予約対象
データの送信を要求するデータ（送信要求）を送信する。
【００７０】
（無線通信システムの動作）
　以下において、第１実施形態に係る無線通信システムの動作について、図面を参照しな
がら説明する。図３は、第１実施形態に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図
である。
【００７１】
　図３に示すように、ステップ１０において、端末装置１０は、予約対象データの送信予
約を要求する予告メッセージを無線基地局２０に送信する。予告メッセージは、上述した
ように、予約対象データの送信完了時間、予約対象データの総データサイズを含む。
【００７２】
　ステップ１１において、無線基地局２０は、予約対象データの送信予約を受け付けるか
否かを判定する。
【００７３】
　ステップ１２において、無線基地局２０は、予約対象データの送信予約を受け付けるか
否かを示す判定結果を端末装置１０に送信する。以下においては、予約対象データの送信
予約が受け付けられたケースについて説明する。
【００７４】
　ステップ１３において、無線基地局２０は、予約対象データの送信を要求する送信要求
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を送信サーバ３０に送信する。以下においては、予約対象データの分割送信が行われるケ
ースについて説明する。従って、無線基地局２０は、予約対象データの一部分を要求する
送信要求を送信する。
【００７５】
　ステップ１４において、送信サーバ３０は、予約対象データの一部分を無線基地局２０
に送信する。
【００７６】
　ステップ１５ａ～ステップ１５ｎにおいて、無線基地局２０は、予約対象データの送信
に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソースを用いて予約対象データの一部分
を端末装置１０に送信する。
【００７７】
　ステップ１６において、無線基地局２０は、予約対象データの他部分の送信を要求する
送信要求を送信サーバ３０に送信する。無線基地局２０は、上述したように、送信バッフ
ァ２４に蓄積された予約対象データの残量及び予約対象データの送信完了時間に基づいて
、予約対象データの他部分の送信を要求する。
【００７８】
　ステップ１７において、送信サーバ３０は、予約対象データの他部分を無線基地局２０
に送信する。
【００７９】
　ステップ１８ａ～ステップ１８ｎにおいて、無線基地局２０は、予約対象データの送信
に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソースを用いて予約対象データの他部分
を端末装置１０に送信する。
【００８０】
　なお、無線基地局２０は、予約対象データの一部分を端末装置１０に送信する処理（ス
テップ１５ａ～ステップ１５ｎ）が完了する前に、予約対象データの他部分の送信を要求
する処理（ステップ１６）を行ってもよい。
【００８１】
（作用及び効果）
　第１実施形態では、無線基地局２０は、予約対象データと非予約対象データとを別々に
管理しており、予約対象データに送信完了時間を設定する。また、無線基地局２０は、送
信完了時間に応じて、予約対象データに送信優先度を設定する。従って、無線基地局２０
は、一定期間内にデータの受信（又は、送信）を完了させるように、特定のデータ（予約
対象データ）を管理することができる。すなわち、無線基地局２０は、一定期間内に受信
装置が受信すべき特定のデータ（予約対象データ）を把握する。従って、輻輳の回避及び
無線リソースの有効利用を図ることができる。
【００８２】
［第１実施形態の変形例］
　以下において、第１実施形態の変形例について図面を参照しながら説明する。この変形
例では、予約対象データを無線基地局２０に送信する専用サーバが設けられている。
【００８３】
（無線通信システムの構成）
　以下において、第１実施形態の変形例に係る無線通信システムの構成について、図面を
参照しながら説明する。図４は、第１実施形態の変形例に係る無線通信システムを示す図
である。図４に示すように、無線通信システムは、図１に示した構成に加えて、専用サー
バ５０を有する。
【００８４】
　専用サーバ５０は、送信サーバ３０から受信した予約対象データを一時的に蓄積する。
専用サーバ５０は、送信サーバ３０に代わって、予約対象データを無線基地局２０に送信
する。
【００８５】
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　従って、送信サーバ３０は、予約対象データの送信を要求する送信要求を無線基地局２
０から受信すると、予約対象データを一括して専用サーバ５０に送信する。
【００８６】
　予約対象データの分割送信では、送信サーバ３０は、予約対象データの一部分の送信を
要求する送信要求に応じて、予約対象データの一部分を無線基地局２０に送信するように
専用サーバ５０に指示する。また、無線基地局２０は、予約対象データの一部分の送信を
要求する送信要求を専用サーバ５０に送信してもよい。
【００８７】
［第２実施形態］
　以下において、第２実施形態について図面を参照しながら説明する。以下においては、
第１実施形態と第２実施形態との相違点について主として説明する。具体的には、第２実
施形態では、予約対象データを受信する端末装置１０が、複数の無線基地局２０間でハン
ドオーバを行うケースについて説明する。
【００８８】
（無線通信システムの構成）
　以下において、第２実施形態に係る無線通信システムの構成について、図面を参照しな
がら説明する。図５は、第２実施形態に係る無線通信システムを示す図である。
【００８９】
　図５に示すように、無線通信システムは、図１に示した構成に加えて、管理サーバ６０
を有する。無線通信システムは、無線基地局２０として、無線基地局２０ａ及び無線基地
局２０ｂを有する。第２実施形態では、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハン
ドオーバが行われるケースを例示する。
【００９０】
　管理サーバ６０は、無線基地局２０から端末装置１０に対する予約対象データの送信状
況を管理する。例えば、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する予約対象データの送
信が行われている場合には、管理サーバ６０は、予約対象データの送信状況を無線基地局
２０ａから取得する。
【００９１】
　なお、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハンドオーバ
が検出された場合に、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する予約対象データの送信
状況を管理サーバ６０に送信してもよい。また、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ａ
から端末装置１０に対する予約対象データの送信状況を所定周期毎に管理サーバ６０に送
信してもよい。
【００９２】
　ここで、予約対象データの送信状況は、端末装置１０に既に送信された予約対象データ
を特定する情報であってもよく、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データを
特定する情報であってもよい。また、予約対象データの送信状況は、予約対象データの送
信完了時間、予約対象データの総データサイズ、予約対象データの残りデータサイズなど
が含まれることが好ましい。
【００９３】
　無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハンドオーバが検出
された場合に、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する予約対象データの送信状況を
管理サーバ６０に問い合せる。続いて、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末
装置１０に対する予約対象データの送信状況を管理サーバ６０から取得する。
【００９４】
　無線基地局２０ｂは、予約対象データの送信状況に応じて、端末装置１０に未だ送信さ
れていない予約対象データを特定する。続いて、無線基地局２０ｂは、端末装置１０に未
だ送信されていない予約対象データの送信を要求する送信要求を送信サーバ３０に送信す
る。無線基地局２０ｂは、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データを端末装
置１０に送信する。すなわち、無線基地局２０ｂは、端末装置１０に既に送信された予約
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対象データの続きから、予約対象データを端末装置１０に送信する。
【００９５】
（無線通信システムの動作）
　以下において、第２実施形態に係る無線通信システムの動作について、図面を参照しな
がら説明する。図６は、第２実施形態に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図
である。
【００９６】
　図６に示すように、ステップ２１ａ～ステップ２１ｎにおいて、無線基地局２０ａは、
予約対象データの送信に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソースを用いて予
約対象データを端末装置１０に送信する。
【００９７】
　ステップ２２において、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハンドオーバが実
行される。
【００９８】
　ステップ２３において、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末装置１０に対
する予約対象データの送信状況を管理サーバ６０に問い合せる。
【００９９】
　ステップ２４において、管理サーバ６０は、無線基地局２０ａから端末装置１０に対す
る予約対象データの送信状況を無線基地局２０ｂに送信する。
【０１００】
　ステップ２５において、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送信状況に応じて、端
末装置１０に未だ送信されていない予約対象データを特定する。続いて、無線基地局２０
ｂは、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データの送信を要求する送信要求を
送信サーバ３０に送信する。
【０１０１】
　ステップ２６において、送信サーバ３０は、端末装置１０に未だ送信されていない予約
対象データを無線基地局２０ｂに送信する。
【０１０２】
　ステップ２７ａ～ステップ２７ｎにおいて、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送
信に用いる無線リソースを割り当てた上で、端末装置１０に未だ送信されていない予約対
象データを、無線リソースを用いて端末装置１０に送信する。
【０１０３】
（作用及び効果）
　第２実施形態では、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する
予約対象データの送信状況を取得する。従って、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂ
へのハンドオーバが行われた場合であっても、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへ
予約対象データの送信予約を引き継ぐことができる。
【０１０４】
［第２実施形態の変形例］
　第２実施形態では、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する
予約対象データの送信状況を管理サーバ６０から取得する。しかしながら、予約対象デー
タの送信状況の取得方法は、これに限定されるものではない。
【０１０５】
（変形例１）
　第２実施形態の変形例１では、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末装置１
０に対する予約対象データの送信状況を端末装置１０に問い合せて、予約対象データの送
信状況を端末装置１０から取得する。
【０１０６】
　具体的には、図７に示すように、ステップ３１ａ～ステップ３１ｎにおいて、無線基地
局２０ａは、予約対象データの送信に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソー
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スを用いて予約対象データを端末装置１０に送信する。
【０１０７】
　ステップ３２において、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハンドオーバが実
行される。
【０１０８】
　ステップ３３において、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末装置１０に対
する予約対象データの送信状況を端末装置１０に問い合せる。
【０１０９】
　ステップ３４において、端末装置１０は、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する
予約対象データの送信状況を無線基地局２０ｂに送信する。
【０１１０】
　ステップ３５において、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送信状況に応じて、端
末装置１０に未だ送信されていない予約対象データを特定する。続いて、無線基地局２０
ｂは、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データの送信を要求する送信要求を
送信サーバ３０に送信する。
【０１１１】
　ステップ３６において、送信サーバ３０は、端末装置１０に未だ送信されていない予約
対象データを無線基地局２０ｂに送信する。
【０１１２】
　ステップ３７ａ～ステップ３７ｎにおいて、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送
信に用いる無線リソースを割り当てた上で、端末装置１０に未だ送信されていない予約対
象データを、無線リソースを用いて端末装置１０に送信する。
【０１１３】
　なお、第２実施形態の変形例１では、上述した管理サーバ６０は不要であることに留意
すべきである。
【０１１４】
（変形例２）
　第２実施形態の変形例２では、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから端末装置１
０に対する予約対象データの送信状況を無線基地局２０ａから取得する。
【０１１５】
　具体的には、図８に示すように、ステップ４１ａ～ステップ４１ｎにおいて、無線基地
局２０ａは、予約対象データの送信に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソー
スを用いて予約対象データを端末装置１０に送信する。
【０１１６】
　ステップ４２において、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハンドオーバが実
行される。
【０１１７】
　ステップ４３において、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ａから端末装置１０に対
する予約対象データの送信状況を無線基地局２０ｂに送信する。
【０１１８】
　ステップ４４において、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送信状況に応じて、端
末装置１０に未だ送信されていない予約対象データを特定する。続いて、無線基地局２０
ｂは、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データの送信を要求する送信要求を
送信サーバ３０に送信する。
【０１１９】
　ステップ４５において、送信サーバ３０は、端末装置１０に未だ送信されていない予約
対象データを無線基地局２０ｂに送信する。
【０１２０】
　ステップ４６ａ～ステップ４６ｎにおいて、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送
信に用いる無線リソースを割り当てた上で、端末装置１０に未だ送信されていない予約対
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象データを、無線リソースを用いて端末装置１０に送信する。
【０１２１】
　なお、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへのハンドオーバ
が検出された場合に、無線基地局２０ａから端末装置１０に対する予約対象データの送信
状況を無線基地局２０ａに問い合せてもよい。
【０１２２】
　なお、第２実施形態の変形例２では、上述した管理サーバ６０は不要であることに留意
すべきである。
【０１２３】
（他の変形例）
　第２実施形態では、無線基地局２０ｂは、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへの
ハンドオーバが検出された場合に、予約対象データの送信状況を管理サーバ６０に問い合
せる。しかしながら、予約対象データの送信状況を問い合せるトリガは、これに限定され
るものではない。
【０１２４】
　例えば、端末装置１０が予約対象データの送信予約を行ったケースにおいて、端末装置
１０が新たに無線基地局２０ｂに接続した場合に、端末装置１０は、予約対象データの送
信予約が行われている旨を無線基地局２０ｂに通知してもよい。端末装置１０が新たに無
線基地局２０ｂに接続するケースとしては、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂへの
ハンドオーバが行われたケース以外にも、通信の切断後に通信の再接続が行われたケース
、端末装置１０の電源が投入されたケースなどが考えられる。
【０１２５】
　第２実施形態では、無線基地局２０ｂは、端末装置１０に未だ送信されていない予約対
象データを送信サーバ３０から取得する。しかしながら、無線基地局２０ａから無線基地
局２０ｂに予約対象データの送信を引き継ぐ方法は、これに限定されるものではない。
【０１２６】
　無線基地局２０ｂは、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データのうち、無
線基地局２０ａに既に蓄積されている予約対象データを無線基地局２０ａから取得しても
よい。
【０１２７】
　ここで、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂに予約対象データの送信を引き継ぐ方
法に応じて、端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データの品質が異なってもよ
い。なお、無線基地局２０ａから無線基地局２０ｂに予約対象データの送信を引き継ぐ方
法としては、上述したように、以下の２つである。
【０１２８】
（１）　端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データを送信サーバ３０から新た
に取得する方法
（２）　端末装置１０に未だ送信されていない予約対象データのうち、無線基地局２０ａ
に既に蓄積されている予約対象データを無線基地局２０ａから取得する方法
［第３実施形態］
　以下において、第３実施形態について図面を参照しながら説明する。以下においては、
第１実施形態と第３実施形態との相違点について主として説明する。
【０１２９】
　第３実施形態では、予約対象データは、無線基地局２０を介して一の端末装置１０から
他の端末装置１０に対して送信されるデータである。すなわち、第３実施形態では、予約
対象データを送信する主体は、送信サーバ３０ではなくて、端末装置１０である。予告メ
ッセージを送信する主体は、予約対象データを受信する端末装置１０ではなくて、予約対
象データを送信する端末装置１０である。
【０１３０】
（無線通信システムの構成）
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　以下において、第３実施形態に係る無線通信システムの構成について、図面を参照しな
がら説明する。図９は、第３実施形態に係る無線通信システムを示す図である。
【０１３１】
　図９に示すように、無線通信システムは、無線基地局２０として、無線基地局２０ａ及
び無線基地局２０ｂを有する。また、無線通信システムは、端末装置１０として、無線端
末１０ａ及び無線端末１０ｂを有する。第３実施形態では、予約対象データが、無線基地
局２０ａ及び無線基地局２０ｂを介して、無線端末１０ａから無線端末１０ｂに対して送
信されるデータであるケースを例示する。
【０１３２】
　無線基地局２０ａは、無線端末１０ａと無線接続する。同様に、無線基地局２０ｂは、
無線端末１０ｂは、無線端末１０ｂと無線接続する。
【０１３３】
　無線基地局２０ａは、第１実施形態に係る無線基地局２０と同様の構成を有する。例え
ば、無線基地局２０ａは、無線端末１０ａから受信した予告メッセージに応じて、予約対
象データの送信予約を受け付けるか否かを判定する。無線基地局２０ａは、予約対象デー
タの送信を無線端末１０ａに要求する。
【０１３４】
　ここで、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信を要求するタイミングを無線基地
局２０ａのシステム負荷に応じて決定することが好ましい。例えば、無線基地局２０ａは
、システム負荷が所定負荷よりも低いタイミングを、予約対象データの送信を要求するタ
イミングとして決定する。
【０１３５】
　無線基地局２０ａのシステム負荷は、予告メッセージを受信した時点における現在のシ
ステム負荷であってもよい。また、無線基地局２０ａのシステム負荷は、予告メッセージ
を受信した時点以降における将来のシステム負荷（予測）であってもよい。
【０１３６】
　また、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信を要求するタイミングを送信完了時
間に基づいて決定することが好ましい。例えば、無線基地局２０ａは、送信完了時間まで
の残り時間が短いほど、予約対象データの送信を要求するタイミングを早める。
【０１３７】
　なお、予約対象データの送信完了時間としては、（１）無線端末１０ａと無線基地局２
０ａとの間における送信完了時間、（２）無線基地局２０ｂと無線端末１０ｂとの間にお
ける送信完了時間、（３）無線端末１０ａと無線端末１０ｂとの間における送信完了時間
が考えられる。
【０１３８】
　第３実施形態では、送信予約を受け付けるか否かを判定する主体及び予約対象データの
送信を要求する主体が無線基地局２０ａであるため、予約対象データの送信完了時間は、
無線端末１０ａと無線基地局２０ａとの間における送信完了時間であることが好ましい。
【０１３９】
（無線通信システムの動作）
　以下において、第３実施形態に係る無線通信システムの動作について、図面を参照しな
がら説明する。図１０は、第３実施形態に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス
図である。
【０１４０】
　図１０に示すように、ステップ５０において、無線端末１０ａは、予約対象データの送
信予約を要求する予告メッセージを無線基地局２０ａに送信する。予告メッセージは、上
述したように、予約対象データの送信完了時間、予約対象データの総データサイズを含む
。
【０１４１】
　ステップ５１において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付ける
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か否かを判定する。
【０１４２】
　ステップ５２において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付ける
か否かを示す判定結果を無線端末１０ａに送信する。以下においては、予約対象データの
送信予約が受け付けられたケースについて説明する。
【０１４３】
　ステップ５３において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信を要求する送信要
求を無線端末１０ａに送信する。無線基地局２０ａは、上述したように、送信要求を送信
するタイミングを無線基地局２０ａのシステム負荷に応じて決定することが好ましい。
【０１４４】
　ステップ５４において、無線端末１０ａは、予約対象データを無線基地局２０ａに送信
する。
【０１４５】
　ステップ５５において、無線基地局２０ａは、予約対象データを無線基地局２０ｂに送
信する。
【０１４６】
　ステップ５６ａ～ステップ５６ｎにおいて、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送
信に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソースを用いて予約対象データを無線
端末１０ｂに送信する。
【０１４７】
　ステップ５７ａにおいて、無線端末１０ｂは、予約対象データを受信した旨を示すデー
タ（ＡＣＫ）を無線基地局２０ｂに送信する。ステップ５７ｂにおいて、無線基地局２０
ｂは、無線端末１０ｂから受信したデータ（ＡＣＫ）を無線基地局２０ａに送信する。ス
テップ５７ｃにおいて、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ｂから受信したデータ（Ａ
ＣＫ）を無線端末１０ａに送信する。
【０１４８】
（作用及び効果）
　第３実施形態では、第１実施形態と同様に、無線基地局２０は、予約対象データと非予
約対象データとを別々に管理しており、予約対象データに送信完了時間を設定する。また
、無線基地局２０は、送信完了時間に応じて、予約対象データに送信優先度を設定する。
従って、無線基地局２０は、一定期間内にデータの受信（又は、送信）を完了させるよう
に、特定のデータ（予約対象データ）を管理することができる。
【０１４９】
　すなわち、無線基地局２０は、一定期間内に受信装置が受信すべき特定のデータ（予約
対象データ）を把握する。従って、輻輳の回避及び無線リソースの有効利用を図ることが
できる。
【０１５０】
［第３実施形態の変形例］
　第３実施形態では、送信予約を受け付けるか否かを判定する主体及び予約対象データの
送信を要求する主体が無線基地局２０ａであるが、これらの主体は無線基地局２０ａに限
定されるものではない。
【０１５１】
（変形例１）
　第３実施形態の変形例１では、無線端末１０ａに対して予約対象データの送信を要求す
る主体は、無線基地局２０ａ及び無線基地局２０ｂの双方に接続された管理サーバである
。
【０１５２】
（無線通信システムの構成）
　以下において、第３実施形態の変形例１に係る無線通信システムの構成について、図面
を参照しながら説明する。図１１は、第３実施形態に係る無線通信システムを示す図であ
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る。
【０１５３】
　図１１に示すように、無線通信システムは、図９に示した構成に加えて、管理サーバ７
０を有する。管理サーバ７０は、無線基地局２０ａ及び無線基地局２０ｂの双方に接続さ
れている。管理サーバ７０は、無線基地局２０ａのシステム負荷及び無線基地局２０ｂの
システム負荷の双方を監視する。
【０１５４】
　具体的には、管理サーバ７０は、図１２に示すように、受信部７１と、負荷監視部７２
と、送信制御部７３と、送信部７４とを有する。
【０１５５】
　受信部７１は、無線基地局２０から各種データを受信する。例えば、受信部７１は、予
約対象データの送信予約を受け付けた旨を示す予約受付を無線基地局２０ａから受信する
。また、受信部７１は、無線基地局２０ａのシステム負荷を示すデータを無線基地局２０
ａから受信する。同様に、受信部７１は、無線基地局２０ｂのシステム負荷を示すデータ
を無線基地局２０ｂから受信する。
【０１５６】
　負荷監視部７２は、無線基地局２０ａのシステム負荷及び無線基地局２０ｂのシステム
負荷の双方を監視する。システム負荷は、例えば、端末装置１０と無線基地局２０との間
における伝搬環境、端末装置１０に対するデータの送信に割当可能な無線リソース量、送
信バッファ２４に蓄積されたデータのバッファ量などである。
【０１５７】
　送信制御部７３は、負荷監視部７２によって監視されるシステム負荷に応じて、無線端
末１０ａに対して予約対象データの送信を要求するタイミングを制御する。具体的には、
送信制御部７３は、無線基地局２０ａのシステム負荷及び無線基地局２０ｂのシステム負
荷の双方を応じて、予約対象データの送信を要求するタイミングを決定する。例えば、送
信制御部７３は、無線基地局２０ａのシステム負荷及び無線基地局２０ｂのシステム負荷
の双方が所定負荷よりも低いタイミングを、予約対象データの送信を要求するタイミング
として決定する。
【０１５８】
　また、送信制御部７３は、無線基地局２０ａ及び無線基地局２０ｂにおいて予約対象デ
ータが滞留する時間が少なくなるように、予約対象データの送信を要求するタイミングを
決定することが好ましい。
【０１５９】
　さらに、送信制御部７３は、予約対象データの送信を要求するタイミングを送信完了時
間に基づいて決定することが好ましい。例えば、送信制御部７３は、送信完了時間までの
残り時間が短いほど、予約対象データの送信を要求するタイミングを早める。
【０１６０】
　なお、送信予約を受け付けるか否かを判定する主体が無線基地局２０ａであるため、予
約対象データの送信完了時間は、無線端末１０ａと無線基地局２０ａとの間における送信
完了時間であることが好ましい。但し、予約対象データの送信を要求する主体が管理サー
バであるため、予約対象データの送信完了時間は、無線端末１０ａと無線端末１０ｂとの
間における送信完了時間であってもよい。
【０１６１】
　送信部７４は、端末装置１０に各種データを送信する。例えば、送信部７４は、予約対
象データの送信を要求する送信要求を無線端末１０ａに送信する。
【０１６２】
（無線通信システムの動作）
　以下において、第３実施形態の変形例１に係る無線通信システムの動作について、図面
を参照しながら説明する。図１３は、第３実施形態の変形例１に係る無線通信システムの
動作を示すシーケンス図である。



(19) JP 5113607 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

【０１６３】
　図１３に示すように、ステップ６０において、無線端末１０ａは、予約対象データの送
信予約を要求する予告メッセージを無線基地局２０ａに送信する。予告メッセージは、上
述したように、予約対象データの送信完了時間、予約対象データの総データサイズを含む
。
【０１６４】
　ステップ６１において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付ける
か否かを判定する。
【０１６５】
　ステップ６２において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付ける
か否かを示す判定結果を無線端末１０ａに送信する。以下においては、予約対象データの
送信予約が受け付けられたケースについて説明する。
【０１６６】
　ステップ６３において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付けた
旨を示す予約受付を管理サーバ７０に送信する。
【０１６７】
　ステップ６４において、管理サーバ７０は、予約対象データの送信を要求する送信要求
を無線端末１０ａに送信する。管理サーバ７０は、上述したように、送信要求を送信する
タイミングを無線基地局２０ａのシステム負荷及び無線基地局２０ｂのシステム負荷の双
方を考慮して決定することが好ましい。
【０１６８】
　ステップ６５において、無線端末１０ａは、予約対象データを無線基地局２０ａに送信
する。
【０１６９】
　ステップ６６において、無線基地局２０ａは、予約対象データを無線基地局２０ｂに送
信する。
【０１７０】
　ステップ６７ａ～ステップ６７ｎにおいて、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送
信に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソースを用いて予約対象データを無線
端末１０ｂに送信する。
【０１７１】
　ステップ６８ａにおいて、無線端末１０ｂは、予約対象データを受信した旨を示すデー
タ（ＡＣＫ）を無線基地局２０ｂに送信する。ステップ６８ｂにおいて、無線基地局２０
ｂは、無線端末１０ｂから受信したデータ（ＡＣＫ）を無線基地局２０ａに送信する。ス
テップ６８ｃにおいて、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ｂから受信したデータ（Ａ
ＣＫ）を無線端末１０ａに送信する。
【０１７２】
（変形例２）
　第３実施形態の変形例２では、管理サーバ７０は、無線端末１０ａから無線端末１０ｂ
に送信される予約対象データを中継する機能を有する。なお、無線通信システムの構成は
、図１１に示した構成と同様である。
【０１７３】
　図１４に示すように、管理サーバ７０は、図１２に示した構成に加えて、中継バッファ
７５を有する。中継バッファ７５は、無線端末１０ａから無線端末１０ｂに送信される予
約対象データを蓄積する。具体的には、中継バッファ７５は、無線基地局２０ａから受信
した予約対象データを蓄積する。
【０１７４】
　ここで、上述した送信制御部７３は、中継バッファ７５に蓄積された予約対象データを
無線基地局２０ｂに送信するタイミングを、無線基地局２０ｂのシステム負荷に応じて決
定する。例えば、送信制御部７３は、無線基地局２０ｂのシステム負荷が所定負荷よりも
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低いタイミングを、予約対象データを無線基地局２０ｂに送信するタイミングとして決定
する。
【０１７５】
　また、送信制御部７３は、予約対象データを無線基地局２０ｂに送信するタイミングを
送信完了時間に基づいて決定することが好ましい。例えば、送信制御部７３は、送信完了
時間までの残り時間が短いほど、予約対象データを無線基地局２０ｂに送信するタイミン
グを早める。
【０１７６】
（無線通信システムの動作）
　以下において、第３実施形態の変形例２に係る無線通信システムの動作について、図面
を参照しながら説明する。図１５は、第３実施形態の変形例２に係る無線通信システムの
動作を示すシーケンス図である。
【０１７７】
　図１５に示すように、ステップ７０において、無線端末１０ａは、予約対象データの送
信予約を要求する予告メッセージを無線基地局２０ａに送信する。予告メッセージは、上
述したように、予約対象データの送信完了時間、予約対象データの総データサイズを含む
。
【０１７８】
　ステップ７１において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付ける
か否かを判定する。
【０１７９】
　ステップ７２において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付ける
か否かを示す判定結果を無線端末１０ａに送信する。以下においては、予約対象データの
送信予約が受け付けられたケースについて説明する。
【０１８０】
　ステップ７３において、無線基地局２０ａは、予約対象データの送信予約を受け付けた
旨を示す予約受付を管理サーバ７０に送信する。
【０１８１】
　ステップ７４において、管理サーバ７０は、無線端末１０ａから無線端末１０ｂに送信
される予約対象データを管理サーバ７０が中継する旨を示す中継指示を無線基地局２０ａ
に送信する。
【０１８２】
　ステップ７５において、管理サーバ７０は、予約対象データの送信を要求する送信要求
を無線端末１０ａに送信する。管理サーバ７０は、上述したように、送信要求を送信する
タイミングを無線基地局２０ａのシステム負荷に応じて決定することが好ましい。
【０１８３】
　第３実施形態の変形例２では、管理サーバ７０は、送信要求を送信するタイミングを決
定する際に、無線基地局２０ｂのシステム負荷を考慮しなくてもよい。
【０１８４】
　ステップ７６において、無線端末１０ａは、予約対象データを無線基地局２０ａに送信
する。
【０１８５】
　ステップ７７において、無線基地局２０ａは、予約対象データを管理サーバ７０に送信
する。
【０１８６】
　ステップ７８において、管理サーバ７０は、予約対象データを無線基地局２０ｂに送信
する。管理サーバ７０は、上述したように、予約対象データを送信するタイミングを無線
基地局２０ｂのシステム負荷に応じて決定することが好ましい。
【０１８７】
　ステップ７９ａ～ステップ７９ｎにおいて、無線基地局２０ｂは、予約対象データの送
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信に用いる無線リソースを割り当てた上で、無線リソースを用いて予約対象データを無線
端末１０ｂに送信する。
【０１８８】
　ステップ８０ａにおいて、無線端末１０ｂは、予約対象データを受信した旨を示すデー
タ（ＡＣＫ）を無線基地局２０ｂに送信する。ステップ８０ｂにおいて、無線基地局２０
ｂは、無線端末１０ｂから受信したデータ（ＡＣＫ）を無線基地局２０ａに送信する。ス
テップ８０ｃにおいて、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ｂから受信したデータ（Ａ
ＣＫ）を無線端末１０ａに送信する。
【０１８９】
（他の変形例）
　第３実施形態では特に触れていないが、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ａのシス
テム負荷及び無線基地局２０ｂのシステム負荷に応じて、予約対象データの送信予約を受
け付けるか否かを判定してもよい。このようなケースでは、無線基地局２０ａは、予告メ
ッセージに応じて、無線基地局２０ｂのシステム負荷を無線基地局２０ｂ又は管理サーバ
７０に問い合せる。これによって、無線基地局２０ａは、無線基地局２０ｂのシステム負
荷を無線基地局２０ｂ又は管理サーバ７０から受信する。
【０１９０】
　なお、無線基地局２０ａのシステム負荷及び無線基地局２０ｂのシステム負荷に応じて
送信予約を受け付けるか否かが判定されるため、予約対象データの送信完了時間は、無線
端末１０ａと無線端末１０ｂとの間における送信完了時間であることが好ましい。
【０１９１】
　第３実施形態では、予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを判定する主体は、
無線基地局２０ａである。しかしながら、予約対象データの送信予約を受け付けるか否か
を判定する主体は、これに限定されるものではない。
【０１９２】
　例えば、管理サーバ７０が予約対象データの送信予約を受け付けるか否かを判定しても
よい。このようなケースでは、管理サーバ７０は、無線基地局２０ａのシステム負荷及び
無線基地局２０ｂのシステム負荷に応じて、予約対象データの送信予約を受け付けるか否
かを判定する。
【０１９３】
　なお、送信予約を受け付けるか否かを判定する主体が管理サーバ７０であるため、予約
対象データの送信完了時間は、無線端末１０ａと無線端末１０ｂとの間における送信完了
時間であることが好ましい。
【０１９４】
［その他の実施形態］
　本発明は上述した実施形態によって説明したが、この開示の一部をなす論述及び図面は
、この発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業者には様々な
代替実施形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【０１９５】
　上述した実施形態では特に触れていないが、予約対象データの送信が完了する前に、送
信サーバ３０において予約対象データが変更された場合には、予約対象データの送信が中
止される。
【０１９６】
　上述した実施形態では、予告メッセージは、予約対象データの送信完了時間、予約対象
データの総データサイズを含む。しかしながら、予告メッセージに含まれる情報は、これ
に限定されるものではない。
【０１９７】
　例えば、予告メッセージは、予約対象データの送信完了時間を含まずに、予約対象デー
タの総データサイズのみを含んでいてもよい。このようなケースでは、予約対象データの
総データサイズ及び基準伝送速度（基準ビットレート）に基づいて、予約対象データの送
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信完了時間は自動的に設定される。例えば、送信完了時間は、（総データサイズ／基準ビ
ットレート）×Ｎによって算出される。但し、Ｎは、１よりも大きい正の数である。なお
、送信完了時間の算出では、端末装置１０の電源が落とされている期間、端末装置１０の
受信レベル（ＳＩＮＲ）が所定閾値以下である期間を予約対象データの送信時間から除外
することが好ましい。
【０１９８】
　また、予告メッセージは、予約対象データの総データサイズを含まずに、予約対象デー
タの送信完了時間のみを含んでいてもよい。
【０１９９】
　上述した実施形態では特に触れていないが、予告メッセージに含まれる予約対象データ
の送信完了時間は、予約対象データの総データサイズによって制限されてもよい。例えば
、（総データサイズ／基準ビットレート）×Ｎによって算出される送信完了見込み時間を
送信完了時間が超える場合には、予告メッセージに含まれる送信完了時間は、送信完了見
込み時間に制限される。なお、送信完了見込み時間の算出では、端末装置１０の電源が落
とされている期間、端末装置１０の受信レベル（ＳＩＮＲ）が所定閾値以下である期間を
予約対象データの送信時間から除外することが好ましい。
【０２００】
　上述した実施形態では特に触れていないが、予約対象データがＨＴＴＰファイルである
場合には、予約対象データの総データサイズを予め特定することは困難である。従って、
予告メッセージは、ＨＴＴＰファイルを特定するＵＲＬのリスト及び指定データサイズを
含むことが好ましい。このようなケースでは、無線基地局２０は、ＵＲＬのリストの中か
ら、指定データサイズよりも小さい総データサイズを有するＨＴＴＰファイルを有するＵ
ＲＬを特定する。無線基地局２０は、このＵＲＬによって特定されるＨＴＴＰファイルを
取得する。
【０２０１】
　上述した実施形態では特に触れていないが、第３実施形態に係る無線端末１０ｂに第１
実施形態に係る端末装置１０を適用してもよい。このようなケースでは、無線端末１０ａ
と無線基地局２０ａとの間における送信完了時間は、無線端末１０ａから無線基地局２０
ａに送信される予告メッセージに含まれることが好ましい。一方で、無線基地局２０ｂと
無線端末１０ｂとの間における送信完了時間は、無線端末１０ｂから無線基地局２０ｂに
送信される予告メッセージに含まれることが好ましい。
【０２０２】
　上述した実施形態では特に触れていないが、予約対象データに対する課金額は、予約対
象データの送信完了時間に応じて定められることが好ましい。具体的には、送信完了時間
が早いほど、予約対象データに対する課金額が高く定められる。なお、予約対象データに
対する課金主体は、送信完了時間を指定する主体であることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【０２０３】
【図１】第１実施形態に係る無線通信システムを示す図である。
【図２】第１実施形態に係る無線基地局２０を示すブロック図である。
【図３】第１実施形態に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図である。
【図４】第１実施形態の変形例に係る無線通信システムを示す図である。
【図５】第２実施形態に係る無線通信システムを示す図である。
【図６】第２実施形態に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図である。
【図７】第２実施形態の変形例１に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図８】第２実施形態の変形例２に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図９】第３実施形態に係る無線通信システムを示す図である。
【図１０】第３実施形態に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図である。
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【図１１】第３実施形態の変形例１に係る無線通信システムを示す図である。
【図１２】第３実施形態の変形例１に係る管理サーバ７０を示すブロック図である。
【図１３】第３実施形態の変形例１に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図で
ある。
【図１４】第３実施形態の変形例２に係る管理サーバ７０を示すブロック図である。
【図１５】第３実施形態の変形例２に係る無線通信システムの動作を示すシーケンス図で
ある。
【符号の説明】
【０２０４】
　１０・・・端末装置、２０・・・無線基地局、２１・・・受信部、２２・・・負荷監視
部、２３・・・送信予約制御部、２４・・・送信バッファ、２５・・・スケジューラ、２
６・・・送信部、３０・・・送信サーバ、４０・・・ネットワーク、５０・・・専用サー
バ、６０・・・管理サーバ、７０・・・管理サーバ、７１・・・受信部、７２・・・負荷
監視部、７３・・・送信制御部、７４・・・送信部、７５・・・中継バッファ、１２０・
・・通信エリア

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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【図１０】 【図１１】



(26) JP 5113607 B2 2013.1.9

【図１２】

【図１３】
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【図１５】
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